
「敦賀屋」調査報告 (第2次 )

外岡慎一郎

はじめに～今年度調査の概要

本調査の趣旨ならびに調査に至る経緯、および調査の初期的成果については、

「「敦賀庄J調 査報告 (第1次)J(『敦賀論叢』22、以下 「第 1次Jと 略称する)

に紹介したところであるが、2004年 度から開始されたこの調査も、2008年 度か

らは二つの意味で新たな段階に入ることになった。

まずは、敦賀市教育委員会の業務委託事業 (事業名 :「敦賀屋J関 係史料調査)

として遂行できることになったことである。予定では 2008年 度より3カ 年度の

継続事業であり、敦賀のまちづくり構想への貢献をも視野に入れた 「敦賀屋J所

在地の現地調査を含み、過去 ・現在を通した時系的にも総合的な調査事業となる

はずである。

次に、調査の内容も今年度をひとつの転換点として、「敦賀屋Jを探す作業から、

個々の 「敦賀店Jを 探究する作業に重点を移していくことになるだろうというこ

とである。後述するように、自治体史などの文献資料を博捜して 「敦賀屋」を探

す作業については 2009年 度からは縮小しても大過ない印象を今年度調査のなか

でもつことができたことがその主たる理由である。また、 これに加えて、「敦賀

屋J捜 索作業のなかで、個々の 「敦賀屋Jに ついての考察をおこなうための史料

群についての情報が得られたこともそうした判断の背景にはある。2009年 度以

降は、列島各地に展開した 「敦賀屋Jの 個別調査 ・研究を中心とした構成になっ

ていくと考えている。

さて、今年度調査においては、なお 「敦賀屋J捜 索作業を中心に下記 3領 域に

おいて調査を実施した。

(1)「 敦賀屋」所在地への現地調査。

(2)自 治体史等の文献資料博捜による 「敦賀庄J捜 索。

(3)電 話帳等の公開情報博捜による 「敦賀屋J関 係情報の投索。

「敦賀屋」所在地への現地調査については外岡単独行の作業ながら、男鹿半島船

川の敦賀屋六を衛門について敦賀出身の商人との確証を得るなど、いくつかの成

果を上げることができた。



白治体史等の文献資本|、ならびに電話帳等の博投については、敦賀気比使学会

の日代章子、清水千春、西ノ上隆雄各氏の協力を得た。熟′いなる作業を逐行して

いただき、「敦賀屋J情 報のみならず、敦賀商人の交易や交流についての1肯報も

あわせて収集していただいた。「敦賀EJ研 究の枠を超えて、より広い視野からの

敦賀ブランド探究にもこれらの情報は貴重なものとなるだろう。ここに記して謝

意を表したい。

以 ドは、今年度 「敷賀屋J調 査の成果の概要である。

1「 敦賀屋」一覧の更新

表 1と して掲げる書難 「敦賀屋J一 覧 (「第 1次 Jと 表番号は同じ)の 更新につ

いてまず述べておく。督ほ=「敦賀,Jの 捜索は 「第 1次Jに おいてほぼ終 rした

感があり、Web情 報検索のなかで敦賀屋善歳が摘出されたとはいえ (更新データ

については細掛で示す)、今後新たな書辞 「敦賀屋Jに 接する機会は偉少といえ

ると考えている。また、屋号に敦賀を恒した理由についての考祭を含む、書撃「敦

賀屋Jの 詳細調査については、『大坂本屋仲問記録』その他の江戸時代の本屋関

係史料、文献へのアクセスは来年度を予定している。したがって、今年度調査の

成果として一覧を更新すべき情報は少ないというのが実情である。

ただ、書幹 「敦賀居J研 究の窓口として参考にさせていただいた、安本美恵

「大坂本屋仲間雑政-1-行 司本役及び加役など」(『語文研究』58、九州大学国

語回文学会、1984年)、山口住代千 「近世大阪における出版業界の展開」 (『歴史

評論』547、1995年)に 大坂本屋仲間に属した書撃 「敦賀屋Jの 営業期間につい

ての情報が款せられおり、こflを表 1に反映させることができた (安本、山日と

表記),

次に、表 2諸 商売 「敦賀庄J―'覧については多数更新データ (網掛部分)を 収

めることができた。白治体史等文献資料の博捜が功を奏した結果であるが、それ

でも地域的な分布状況という点では、「第 1次J掲 載の表 2に 示された特徴を再

考するだけのデータを大手することはできなかった。

ちなみに、福井県南越前田]立河野EKj書館海事資料室には、かつて日本海沿岸地

域有数の北前船寄港地であった旧河野村が戦略的に1又集した北前船関係各自治体

史が架蔵さオ1ている。地域的には、北海道から北降、止1陰、瀬戸内海沿岸諸地域

に及ぶ。「第 1次」の段階でも、これら自治体史のなかから 「敦賀屋Jを 検出する

作業はおこなったが、今年度は敦賀気比史学会会員3名 の協 l」を得て、ここに架

蔵されるすべての白治体史を開覧することができた。表 2に は、その成果が反映

されているのであるが、その作業をもってしても、「敦賀斥J展 開の範囲を北陸

以内の山陰、瀬戸内海沿岸話地域に広げることはできなかったのである。
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表 ↑:書辞 「敦賀屋」一覧



表 2:諸 商売 「敦賀屋」
一覧

所 名  前 筑 偏   考

」し海道

敦皆匠

機川家文書 (1733小 遺帳)

1差町史 資 料4

高倉文書 I B35作に 哉取王帳|

関川家文書 11812仰 コ主取■帳|

敦賀E重 次郎

増コ伝左衛P5文書 11815諸用留|

増田伝と笥理文書 11815薇 言|

増日伝左衛P号文書 |1867諸用留|

萩賀霞与八 ヨ|1低右付円文書 11329金子信用=文 |

褐チ貝文書宝 DB 高昌運上家宛 □ 店宛

敷霞震露代奮

低川伝を萄=文 書 11842金子借用証文|

西 伝 石衛円文書 11043年蹴証文|

西 を 右衛引文言 11846金 子信用証文|

西 伝 有衛「弓文書 11947金子倍鳥討文|

百1家 伝有官P弓文書 1店勘定帳 1359ほ 11 松前市民 主 料3

川l―を萄す文言 11862金子を用証文| 福井県文書解DB

法源■文書 1公宗用記録186J 松前市宝 史 キ)|

右近家又言 1年末詳 12月 言皆| 福井早文書館D3 を近権太郎完

敦琵屋留溜 L`口家文書 1和国家語用記録 18301
松前市史 氏 料2 留蔵=富 蔵 P

敦関晨富顧 和国家文書 |千]日家諸周記録 13321

換琵屋騒治郎 |し前世●人々 上杉喜号著、1993年

函館
敦賀屋重二郎 ニヒ前帖と蝦東也 市立函館博物館図録 1998

敦寛屋 松笥百人定宿帳|IB49頃 | な旬市宝 宝 料3

と 製

惨ヶ沢

散賀屋8左 鶴Ft4 1665白 ■幡神社神輿寄進舌 ヶ沢日]史  宝 十)編

致霞屋利右衛P号 1665白 A嗜 神とな1蔓寄進者 ヶ沢町宝 史 料編

敦賀屋喜沢:F
貞享検出帳 1168, ケ沢町史

『津軽宝ど 1169?出 火 類 脱2101 惨ヶ沢町寅

致賀Eと左街コ] 嵯撃吏J 11698鰺 ヶ■A幡 宮山雪品| 惨ヶ沢町宝

頼 選鶴次郎 京司屋■■描名前日記 113391 修ヶポ町史 史 料編

攻賀屋金ナ即
白A幡 卒社本殿玉垣 1181C 惨ヶ沢町宝 現地調査にて玉垣銘確認

惨 ,よ 町史 明治以時間屋

液鷲震次郎有衛円
『津軽史ど 1に 38職 末木材積占|

深溝町史 年 表
『津建氏どIC',テド==■ ネス■拒■,i

敦賀Eた郎兵宙

手彬増願につき進物割合覚 (1845) 秋白屋tl用書

1桜■冬樹編 深浦町教

育委員会|

「敦治」

1職 順番整 (1346新 滝□B当 り)

大船初船願醤覚仰849尾州船麟ケ沢週砂糖積)

1寛寺大般若経奥書 1186卸 円覚寺討1兵1奇L草 キi!

J 船ヽ順番覚 (1863魁 後脇川伊藤船格当り) 秋田屋仰用留

広国家文穣 (1871撒 渦農規定議) 深浦町史 上 台 砧習屋

敦藍饉 (真柳】 富士宮権現併詰鯨そ●他 深1高町史 下 巻 治郎兵衛か

敦賀E亮 兵衛 1719世 屑 在|二Ft]■芋人■□書即

十二濠 敦賀屋 十二氏誰 1砂山まつけ 五・FI原  い なと屋 HP

J 泊ヽ
設盟屋六兵衛

運上屋文書 11853積丹神成神と参詣iい

J,自町三 中 き、資料編

積号町史弓局

|デ藤家大幅帳 1浜村家名 番 ■呼と之覚|

級霞屋榔右衛P母 伊藤家大幅帳 1浜万i家名 番 門い出乏寛|

歓貿崖五郎兵鮪 貿 家 文書 11716永代客世帳 江差町宝 資 料4

穀霞崖治右衛門

久三客H●帳 |二
―宮家文言、1790 18701

久星客惜帳

十野辺
・L町城F土資料取書|

1内
敷貿屋讐勧

敦賞崖替次郎

野辺セ
亀鹿E言 兵笥

野辺“町史

亀使屋伊平大

敦賀屋吉兵塩i 滝E文書 +7961工橋切
―■答書| 日言森市支

葛森チ|ア 敦賀屋=兵 萄 A不橋文E11725青 森0子留家号1には帳|

青委町 塙:i 敦資屋 滝屋文書 11853家
ll通鑑| ]青森市民

章■' 敦賀屋藤二郎
1六信文庫 11721言森町留家lJi:すに|

葛季;|=■ 敦賀E又 兵旬

敦賀E亭 代亡 争ホ屋客,」帳 1849ス 淳| と雲崎町東 海運2 と雲崎敦賞屋南部よた

百=Fll崎 敦賀E菩 有笥す キ六E客 性に 11868入や =雲 崎町主 t3連 2

P F 名   前 備   考

出羽

男鹿

敦賀屋高FB左街PI 『絹節j itFp六重をⅢ8“判863 著|

敦賀屋六左萄膚 元禄期敦賞より移住
麗部鮮松文書 (毎未群替懐) 孜口県公文書館 H

敦賀屋亡右宙門 渡部斧松文書 (年末群書憾) 秋田県公文書館HF

セlt

敦賀屋佐平決 『諸商人組見‖ 11855江 戸湯昌大越F_版| 上交違吉すEちi二与ヽ 下

数撰崖多左額P昏 長浜屋ほ蔵十歳々入化帳 11864入帖| il E■■にイ■ti 上崎湊附的宿長浜屋

数空屋溝五郎 北咸世0人

秋田
敦霞霞鏡右編FE 日言A幡 神社文書 11599同神と続人 セ高性の人々

敗理窪も四郎 白鳥家文書 1成 12月  家 賃皆林につき覚書| 秋田県公文書指 卜P に不=「■ス‐rだい景殉11■鳥エ

越後

新月

敦賀屋吉と萄ず

松下俊夫文書 (4753金 子伯緯証文) 福=県 文書館 DB 笥三即兵萄完

笹井正文書 (1794浜 田属麟麗馳定帳) 新潟県史 資 t‐10

館井正文書 (1804浜 田屋掛臨詢農幡) 江差町空 資 十11

日善新太郎文書(4845会津麓大授目米鶴議証文) 新潟市史 資 料2 新潟濠元宿

38珂浸南部屋廻舟入津寛Ⅲ854入津| '■差可宝 資 料1 「敦智屋事村田吉上官

浜田'|メ;南這水家客情帳 11864入津| 打潟具史 資 料9

江差甲E文 書 11868三 番目尺帳十 fr鴻県宝 資 料9

'I善甲屋文書 1186470間 長帳| 新潟県民 資 料13

'■差呼E文 書 11868 71二 番問尺帳| 新潟県宝 資 料19

敦賀屋仁二郎 滝谷文書 li857二 番家内年鑑| 日言森市史

敦賀屋t左 衛P日
1724同 船ヨ野沢で破船 准〕国日13 六之町に所在

ヨ巻新太郎文議 (1791描 議書) 新汽市史 資 料2

敦賀屋源左衛門 新ち町会・F文書 11738返答言| 新済県史 資 料8

政霞屋輸長鶴 松下優夫文書 11753金 子請取覚| 福井県文書館DB 松下松右合司宛

攻震屋存fEttP3
1843新 潟町中北子石高関数家並大別ほ| 吉=:這 iに E」貢方i,F

千島議宿帳 11850頂 | 松荷市史 宝 lj3

枚貿屋悪勧 852伊 藤家用留は 11794菌 |l lt頭人別改| 新潟市史 資 |'2 1711更E堆 日:|よ ,政そ

攻鎮癌記助 11843新潟町中lf子石高関数家止人号J帳| 新潟市史 資 |ま4 liとB凍|[■と載,と

次関窪思右衛門
852伊 藤家用留帳 11323改 | 新潟市史 資 Ⅲ2

18351,明町に所在

映盟屋箇鹿 1037本 二之町に所在

改菫屋与四郎

11043所潟町中地子石言育散家主人日J帳 新月市史 資 料4

他■逼 :壱と『ftt nt i■■

攻貿崖与兵綺 Aヨヨ下言こ工西‐
‐
■pr

改賀屋与在衛門 邑 すt=由 方「F

枚霞屋権磁 コ 諌ア

L宮 崎

敦賀EF左 萄P弓 野口家文書 いな用書者| rf鴻貝宝 資 料

敦賀屋次左街可 ll国家文書 li公用言雷| 所潟県史 資 料

敦賀屋言左衛門

野国家文書 11公 鳥書宙| 新rl J早三 資 料7

能登屋文書 723願 書輿Eコ| と雲崎町空 資 料↑ 出宮崎年寄

鳥井儀資文書 11723敦 賀屋資産日録| 新潟県史 資 料7

鳥井儀資文書 11724回上言| 斉潟県史 資 料7

鳥井儀資文書 11731町 年寄役イと日付| 雲崎町宝 資 料1 三= 「ヽ]Etti:近,政右仁.:||

鳥井儀資文言 11760町 人賞誉| J雲 崎町史 資 料] 二雪埼4吾 ■信言と行司

能彗屋文書 11771隅 書| 主雲崎町民 資 十11 二雲崎年寄

鳥井儀資文書 11772願言| 」雲崎町史 資 l‐1 上雲崎年寄

鳥丼桟資文書 11858蝦夷セ産物新鴻入津| 新潟県史 資 |

敦賀屋消左衛円

iヒ登F_文書 11720願書里E耐 出雲崎町史 資 上雲い年寄

鳥井儀資文書 11724E上 書十 新潟県史 資 料

長谷川文書 11788極 =文 | 出雲崎町史 資

換震麗政右衛門
鳥井虜資文書 11731町 年寄代役イl付| 出雲崎町宝 資 料1 き !ヨ干■,1,チ 石,「11

関1家 文書 756示代客陀帳  785入 陀 江差町里 資 メキ4

放賀慶喜左衛円 関|1家文書 756永 代客l.は、 785入 HEI 工差町史 資 料4

枚窪屋暮兵衝 Pin 家文書 11756永 ltttnt帳  735入 陀| I差町史 資 t44

敦賀屋多言
野コ家文書 11763返 答書| 新潟県史 資 447

烏=儀 資文書 11763ほ言| 出雲崎コT史 資 料1 占雲崎年奇

敦賀Ffttt
野国家文書 11763返 答言| 新潟県民 資 料7

鳥=儀 資文書 |-763廠書| 山雲崎町史 資 料1 出雲崎年寄

敦質屋所と旬
ヨ
弓 能登屋文書 11771臓言| 出雲崎町史 資 料1 出雲崎年寄

敦賀屋多助
岸コ家文書 |―B15■ 仕切| 打月貝見 資 料7

鳥=桟 資文書 +388返 答書| 好月具史 資 料7



所 名  前 皿
一

網 備   考

rFN後

敦賀Ett■ 鳥井岳資文書 11832長 信丸勘i帳 fr汽帰史 資 料7

敦賀E権 乏功

鳥声儀資文書 Ⅲ8P,ド 子又 新月貝民 資t47

鳥キ儀資文書 +332長徳丸勘定帳| 新月景丘 資 十二′

鳥井儀資文書 1135'北蟻莫地何用留| 新汽卓史 資 料7

烏ヰ虜資文書 11857名主退役店 新ち県史 資 料7

その他多数の実判う|

敦賀と長I・官

磯野家文書 111g5廻 l13■倍米
ナt食 引= 芭雪崎日=宝 資 舟]

鳥キ虜資文書 11786白 乗T,日地二A と雲r町 宝 資料1

大ことIF良|■世=事馬 吾す

敦賀屋直街
。
モ 言育庁|【■百,■ 〒=情

敦賞屋兵四郎
鳥干儀資文書 11746宣十 出雲崎町主 れ 運3

=Eと '1「■卓●こ京事―弓

巨,1津
致賀屋二右衛門

623算 学FF大録 上趣千空 資 料ち 授町

枚買屋こ次窟ほ

〓尾一ヽ 敦賀屋
富1大 塊 11神9 1351伝 記 敦賀E十六橋氏|より養子

六橋京之既言碍 11352潰 il―話 長コ高ェ園言飼 HP 高1氏 よ '敦賀Eへ 震子

に漬
敦賀E 1木敦賀E工 言 生ホ氏

ムロ 敦賀屋■兵旬 に漬IEI志 |=暦初期縞集| E漬相1切]i主事虫

越中

女t津 つるtl 仁漬」ヽホ谷屋吾は帳 11864入津| 新潟県宝 資 料

敷賀屋次郎兵衛 1699人 町分制高 信 屋事言1替納得書 治,高 生 通 宝

本見

小敦賀屋与三石衛門
■村屋文書 17315猟 業につき願言|

算局宮
11■E又言 117318損業につき霞言|

つる可屋二次郎 申'i唇文書 1竹l月日記 1337, 質 E名 苛| |,■ |とよ言 質唇

敷盟屋三密郎
■Eス言 1=■=11::FP卜還f,高吉と

=波 日T上図書や文書 13L,実 種 ,日雇所算 宮性県史 宝 ||ド 肩,E賀高人

数盟屋吉十郎 諸事聞書留 加賀藩宝料 ]G

一副

「中

十武生|

敦賀屋え兵次 武生上薬全と版不

同家ti攻賀屋,平 よ 敦賀屋機業場 三千,|二A■兵_T工 主

次貿屋 ]喜ギ丈= ■ こ矛■言F子|■=■■た車手宣 福キ具文書館DB

敦賞屋籠遣 府■家 目記 I B5 it工 葵会出版本

茨賀屋与右衛鋼
言天家又言 111とi■ 十「if ■ 「判●■ 石井県文書館 DB

13庁PE`)メ

t致賛屋?)与助
同回健彦文茎 1年末詳9月 こ ■言曽| 福丼景文書智 DB

敦賀EE二 郎完

十■馳帰本! i吉 ほ残留激買屋庄三郎

敦賀屋言二郎

rFす東性宿人併帳 |“ ―入は十 tFま町宝 上 吉
敦賀E■ 二Fb

敦賀屋春断

敦賀屋喜有衛門

敦資 敦営唇源乏的 とたt十六軍,E各性lfr 11867入と| 末ヽ町史 土 メ1下 工近磯野E炉 兵衛とを

返,1
塩津 敦賀F_

「半■ |

長浜 数貿屋 可購雪言文書 11856相周全上‖審| 長浜DTま

拒津 大坂

敦賀屋コ'F兵衛 者目調屋声情宿 れ串史料葦言: 越後国il宿  畳 後鋼

敦賞屋打右街円 1,78に町球仰用飼積深浦,1荷打 ltl巨日i

敦賀屋節兵街
石本家文書 1853大 坂訴訟

一
件|

11=|三ヨとな
敦賞E新 兵官より業種子

1上A先 貸■振=入石本家文書 1135,言簡 大 坂費用|

伊勢 暴宅
敦闘屋庄有衛門

子車コ'|=ェ =■東= |||ミ =|イスニ=二 |
に阜景層三資料鋼DB

|IF海 上運送お

武嘩百't店 キ E■ = ill丁 i二千妊i!iF tt積■

妻良区有文書 1871桑 名廻性方肩書|
申岡景氏 資 メ斗13

=章■言

妻員と有文書 十i371桑 名廻l●方請言 骨l ii言声|[十 1

人前夕i即 文書 lr―六詳様賃帳| 宝阜景歴史資料や DB 二 f十 ■こと=i■ t==

業名市み台委員会 | 言阜'育■=|1 其 長 予彗

激賀や 1ま,ヨ■習「匿=■  :'と景4貫す京|■■|【卓 章二県上らえ区書館 DB

戦Ft

i静工|

次賀屋作左衛岡 私山義Ff文言 十に31験 府日]人合L請 生言E

文|
静同具史 資 '■11

日卓ケi金山ド発、本退四
丁営激関屋署左衛円

夫言|
政盟屋圧兵衛 古本源兵i日 蔵文書 1電関又兵旬書簡 嘔ヰ早文書好DB JlrfI市立日書や所蔵文書

敦質E=兵 萄 亡本: 史言 十年表詳 11月妊宮付吾管| 「大和口旦 「ヽ."

各自治体史編集の事情や、近世以降の史料掲載についての物理的限界性、史料

選択の傾向などを考慮しなければならないが、おそらく 「敦賀屋J展 開の範阿は

「第 1次 Jで 指摘したように、敦賀以北のこ要な北前船寄港地が所在する範囲、

呉体的にいえば北海道から日本海沿岸を若狭湾に至る範囲を大きく出ることはな

い可能性が高い。

白治体史の博捜と並行しておこなわれた令回電話帳 (NTTハ ローベージ)を 用

いた 「敦賀屋 |「敦賀谷!「敦賀|「鶴賀1「鶴賀庄J「鶴賀谷」「角鹿1年 の苗字検

索作業でも、北海道から青森、秋田が群を抜いており、新潟を含む北陸地域がこ

れに次ぐというデータを得た。それ以外の地域で比較的数値の高い東京、大阪な

どの都市国は総人LJも多く、また移転等の要素も加味しなければならないので、

歴史的存在としての 「敦賀屋Jの 地域的分布と現在の 「敦賀屋J関 係市字分布は

ム定の関連性をもつといえるのかもしれない (本稿木尾表 3参 照)。

しかし、その ‐方で、陸奥板柳 (青森県北洋軽郡版柳町)や 越後栃に (新潟県

長岡市栃に)に 「敦賀屋1を 見いだせたことは、北前船寄港地に連接する河川交

通にも注日した 「敦賀産J捜 索が必要であることを痛感させた。

白神111地に源を発した岩木川は津軽平野を員流し河日湖であるに 湖を経て日

本海に流れ出る。板柳は海から隔たりある土地ながら岩木川流域に位置し、川湊

を擁していた。したがって、十 二i湊をはじめとする津軽半島の諸湊とも舟連を通

じ、さらには日本海交易に連接していたことは疑いない。

栃尾も同様である。信濃川の支流刈谷円川の舟運は見附 (今町)に 至り、刈谷

田川の支流西谷川に通じる船堀が江戸時代の栃尾には存布した (角川地名辞典)。

兄附の舟運は寺泊その他と通じていたから、 こ れも日本海交易と連接する河川交

通の手段を擁していた事例といえる。

そねぞれ降運の要素も加味しなければならない土地柄ではあるが、現行の景観

や現代人の常識をある意味で超えるほどの質量をもっていたのが鉄道開設、普及

以前のヤF丁川交通である。版柳、栃尾の 「敦賀店Jの 実像はなお見えてはいないが、

日本海交易と河川交通をもって連接する内陸諸地域への 「敦賀屋Jの 展開を今後

見極めていく必要がありそうである。

2「 敦賀屋」個別調査 ・研究への展望

ここで再び表 2に 目を転じ、個別 「敦賀屋Jの 調査 ・研究の可能性を見ていき

たい。

O北 海道の 「敦賀屋 |

北海道については、もとより近江商人の進出が顕者であり、江ブf幕府直稽支配

以前は松前に両浜組というギル ド的組織を形成し、場所請負や交易により商業利

潤を蓄積したことはよく知られている。その意味で、松前 ・敦賀屋嘉代吉の存在



を示す史料が、北海道交易の始祖と呼ばれ、両浜組の有カメンバーであった西川

伝右衛門家の伝来文書から見いだせたことは重要である。丙川伝右衛門家 (住吉

屋、近江八幡では松前屋 /中一、のち中一商会)と 敦賀屋嘉代古との関係は、な

お検討の余地はあるものの、西川伝右衛門家は蝦夷地高島 (現・小樽市高島町)

を場所請負地としており、典拠史料にある 「高島運上家|と はその経営拠点と考

えられる。今後、西川伝右衛門家文書 (滋賀大学経済学部資料館所蔵)の 調査に

より両者の関係が明確になることを期待したい。

敦賀屋嘉代吉以外の江差、松前、函館の 「敦賀庄Jに ついても、近江商人ない

しこれと関係深い地元商人かと推察される。近江商人にとって敦賀は松前/北 海

道交易への窓LJであり、夢の起点であったはずである。「敦賀屋J展 開の背景に、

近江と北海道を往来する人とモノの動きがあったことは疑いないであろう。

②陸奥 ,出羽の 「敦賀屋|

今年度 「敦賀屋J史 料調査にかかる現地調査の第 1回は青森県西部修ヶ沢から

深浦、秋田県男鹿半島において実施した。ここでは、これら現地調査の成果も交

えながら 「敦賀屋J個 別調査 ・研究の展望について触れておきたい。

鰺ヶ沢は江戸時代津軽藩の表玄関として機能した湊で、「第 1次Jですでに何件

かの 「敦賀屋Jが 確認されていた。湊に近接して鎮座する白八幡宮は、9世紀坂

上田村麻呂の勧請と伝え、地域住民や湊を往来する船乗りたちの信仰を集めた

が、その玉lLH等の寄進者銘はその信仰の盛んであったことを示している。敦賀屋

金九郎の銘も玉lL4の 隅ヽに見いだせた。また、自八幡宮の例祭は 「京祭Jと 呼ば

れる。青森県内にはこうした上方文化に影響を受けた祭りや芸能が多くのこされ

ているが、修ヶ沢白八幡宮の例祭は津採藩往‖用湊の名に恥じない、古式も豊かな

祭りであり、 日本海交易によって結ばれた上方の瓜俗を移転した様子が見て取れ

る華やかさであるという。

深浦はかつて安東浦とよばれた湊で、 日本海交易においてはこの地域有数の風

待ち湊として栄えたところである。すでに 「第 1次Jで もここに 「敦賀屋Jが あつ

たことは確認済みであるが、その典拠となった円覚寺所蔵大般若経奥書 (寄進者

銘)の 確認を中心とした調査を実施した。円覚寺は、大同 2(807)年 、坂上国

村麻呂の観音堂建立が端緒と伝え、その後、貞観 10(868)年 に泰澄の法脈を継

ぐ修験僧の円覚が開創した寺院で、江戸時代までは当山派修験の道場であった。

澗口観音の名で親しまれ、津軽港の保護とともに日本海交場に従事する商人や船

乗りたちの信仰を集めた。敦賀の荘司 (丸屋)半 助が奉納した船絵馬を含む多く

の船絵馬や、信仰によって海難を免れた船乗りたちが奉納した髯額を所蔵するこ

とでも者名な手院である (円覚寺 HP、http:〃www engakttijp)。この円覚寺に、文

久 3(1863)年 から元治元 (1864)年にかけて寄進された大般若経 600巻 があ
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り、その第 116巻が当地 (深浦)の 敦賀屋治郎兵衛の寄進になる (これが 「第 1

次J掲載の典拠)。この敦賀屋冷郎兵衛について、円党寺での間き取り調査などで

も、その子孫や地元伝承に関する情報に接することはできなかったが、『秋田庄御

用留』 (桜井冬欄編、深浦町教育委員会)な ど現地で入手した資料により、その

活動の一端を知ることができたので、前掲表 2で は典拠史料を追加した。

次に男鹿半島調査で個〕1調査 ・研究の展望を得た 「敦賀屋Jで ある。「第 1次J

は北前船寄港地の教育委員会、歴史 ・文化施設や報道機関等にも配布したが、男

鹿市から期待していた情報がもたらされたのは送付後間もない昨年 5月初めのこ

とであつた。男能市教育委員会生涯学習課長泉明氏からの封書には、船川の敦賀

屋六九:衛門が敦賀出身であることを示す同家菩提寺 (円応寺)過 去帳のコピーが

添えられていたのである。関係部分を示せば以下のようになる。

船川六左工門」越前敦賀Jヨ リ元様年中J秋 田へ下り円應J寺 へ若徒ニテ三J

年奉公共後J舟 川住ス回□□J己 二舟川ヲ切開Jク ロノ慮アリテJ秋 田下ル

舟一同J六 左衛門宿所□」其後敦賀Jヨ リ十孫引越J相 続栄□□J□ □□□

これによれば、町合)|十三家Jの ひとつ敦賀屋六ム:衛門が敦賀出身であり、現在

の船川港の端緒を開いたという。越後出雲崎の敦賀屋 (鳥井氏)に 続いて、2件

目の敦賀出自が確かな 「敦賀屋Jの 発見であった。

今年度現地調査を青森 ・秋田方面に実施した最大の理由がこの発見にあった

が、8月 中旬の調査では泉氏からさらに明治 39・40年 「町会議事録Jm合 サ|「港町

役場文書)を 紹介された。ここには、「旅人宿及荒物営業Jの 菅原六左衛門が記

され、 これが敦賀屋六左衛円の子孫であること、菅原氏には客船帳が残されてい

るが現在は事情がありしばらく調査ができないこと、ご子孫はなお船越に居住さ

れていることなどの情報を得た。敦賀岸告船帳については、先年亡くなられた郷

i史 家の磯村朝次郎氏が 「男鹿半島における海運業の発達J(『男鹿半島研究』14、

1986年)と いう論考で紹介されており、この論考についても調査以前に泉氏か

ら提供を受けていたが、なお原史料に接する機会が遠くないことを願っている。

なお、この円応寺は一向宗。5代住持祐哲は (元禄か)10年 に越前金津に上り

3年居住して帰国したが、その折聖徳太子より授与された尊像をもたらしたこと

も、上記引用部と同じ頁に見える。泉氏の配慮であるが、越前と男鹿との歴史的

関係を知る史料でもある。

さて、秋田の調査はほぼ男鹿半島に終始したが、西岡虎之助 『近世における一

老農の生涯』 (講談社学術文庫)で も名高い営農家 ・開拓事業家の渡部斧松家の

伝来文書にも敦賀庄六左衛門、敦賀屋庄右衛門の名を見いだせたこと、秋田県立

博物館で鳴LH忠一 ・新堀道生 「附船宿長浜屋旧蔵 「歳々入船帳Jの 概要J(『秋円



県こ博物館研究報告』30、2005年 )引1吊1の提供を受け、そのなかに致賀庄多オモ

衛門を見出したことなどは、調査の成果といえる。

泉明氏によれば、男鹿半島には、越前 ・加賀からの移住者が多く、 本向
一於の

壊減とその関係者の逃避行がその背景にあり、 ド問などそのことを想起させる苗

字も確認されるという。近江商人をはじめとする日本海交易への参入が動機と

なった移|キ者たちとともに、こうした戦敗者たちもまた対馬海流に乗つて北を目

1旨したことを認識させてくれるお話であった。「第 1次Jへの懇切なるご対応とい

い、調査へのご協 勺といい、泉明氏にはこの場を借りて深謝したい。

3越 後の 「敦賀屋J

出去崎 「敦賀屋Jに ついては 「第 1次Jで も紹介した通り、『出雲崎田J Lt』の千」

行と、敦賀短期大学地域総合研究所による 『敦賀庄 (鳥)卜氏)文 書』調査によっ

て、調査 ・研究の条件は
ム応準備されている状況にある。ただ、「敦賀怪J調 査

について関″さを寄せていただいた中国新聞川崎宏二記者 (敦賀支局/当 時)の 取

材によオRば、鳥井家のご当工はご自身のご高齢と後継者への不安から伝来資料の

行木について′さ配しておられるという (中日新聞 2008年 6月 23H)。 いずれ然

るべき機関が関与してくれるものと推察するが、「敦賀屋J史料の散逸は免れたい

ところである。

次に、今回の自治体史等博捜作業で新潟の 「致賀屋Jを 多く検出することがで

きた。また、直江津や栃尾 (前掲)に も 「敦賀屋Jが 検Jキされ、越後の 「敦賀屋J

凹有の展開も考えられそうである。それぞれなお個別の調査
・研究への展望を持

ち得ないが、本稿脱楠後の 2月下旬に新潟・佐渡方面に現地調査を予定しており、

そのなかで手掛かりを得られないかと期待している。その成果があれば、また本

稿続編で報告したい。

4越 中 ,加賀 ・越前の 「敦賀に |

白治体史等博捜作業と、すでに確認済みながら検討に至っていなかった青木与

右衛門家文書 (福) 1県越前町厨)の 通覧により、何件かの 「敦賀屋Jを 追加する

ことができた。青木与右衛門家のほか、越中水見、越前府中の 「敦賀屋Jに 個別

調査 。研究の機会があるものと期待しているゎ加賀、能登についてはなお基本的

な捜索が必要であり、自治体史等博投作業をここでは継続していきたい。

0伊 勢の 「敷賀屋J

前述したように、「敦賀屋Jが 検出できる地域には偏りがあり、日本海側でも

京都1付以西では現在までに検出事例がない。大平洋側となればこれもヽ然検出事

例は少ないのであるが、まったくなかったわけではなく、むしろこの伊勢の 「敦
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賀屋Jや 後掲する駿河の 「敦賀と|の ように、個別調査 ・研究への展望を豊かに

する事例も存れ:する.

伊勢桑名湊の敷賀屋に右衛門は、関係史料によれば、桑名湊の廻船洋配の中心

にあった商人であt〕、あわせて江戸幕府直幹支配のもとにあった飛騨の材木を飛

騨川～木曽川と川下しして桑名湊から江戸へ廻送する業務を請負っていたようで

ある。桑名湊廻船差配人としての地位は、事実上幕藩体制 ドの政治 ・経済システ

ムが生きていた明治初年まで継続した。

大lL3御藤御預所濃州村々去午年御年貞東京御廻米之内、御米下弐百五拾供、

遠州川崎八郎左衛門船 。沖船頭清蔵乗i:御積t、 正月i十八日卯之上刻、勢州

柔名湊出1凡仕1柔処、実正二御庄候、以上

明治四年末年正月甘八日

前讐之通相違無之者也

小倉権少属 印

笠松御県御支配所濃州村々去午年御年貢東京御廻米之内、千式百五拾侯、に

州内海直乗弥兵衛江管‖横立、二月 lH功1上刻、勢州桑名湊出帆仕候処、実正ニ

御庄候、以上

明治四末年二月二日

二上笠松県権太属 印

敦賀屋庄右衛門 印

11
大橋居又左衛門 印

敦賀屋庄右衛門

卜」
大橋屋又左衛門

静岡県南伊豆田]妻良は大平洋海運の風待ち湊として栄えたところであるが、廻

米を柔せた上記の船も妻良に人津し風を待ったため、これら史料が妻良にのこさ

れることになった (妻良医有文書、『静岡県史』資料桶 13)。また、飛騨材木運送

を敦賀屋庄右衛門が請負った一件についての関係史料は、江戸幕府の飛騨支配の

拠点高山障屋 (岐車県高||1市)に 集積された古文書群 (「飛騨郡代高山陣屋文書J)

に含まれていることが判明している。「飛騨郡代高山陣屋文書Jについては、岐阜

県歴史資料館 (岐阜市)力∫目録を整備し、古文書原本の関覧も許 1可しているので、

すでに一度概要調査をおこなったところである。

妻良の事例のように、乗名湊を出帆した廻船の史料のなかに敦賀屋があらわれ



る場合は、ある種の幸運によって関係史料に遭遇することを期待しなければなら

ないが、「飛牌部代高山陣崖文書」の場合は調査環境にも恵まオlている。当面はこ

ちらから敦賀屋庄右衛門の個別調査 ・研究を進めていくことになろう。

10駿河の 「敦賀を1

駿河国安|キ郡梅ヶ島 (現・静 fl市)に 所在した安倍金山 (日影沢金山)は 、今

サ|1義元、武田信玄、徳川家康がそれぞれ開発、運営した金山である。家康はその

産出金で 「慶長小判1(「駿河墨書小判J「駿ヤ可墨判J)を 鋳造したとされる。

この安倍金山が江戸幕府の直皓支配 ド (はじめ駿府町奉行支配)に 置かれたこ

とはいうまでもないが、遠州中泉代官所支配下にあった貞享元 (1684)年5月 、駿

府田]人 28名 が連署で金山経営の請負証文を中泉代官近山六左衛門 (安致、『寛政

電修諸家譜』による)に 提出した。運上銀が遅滞に及べば彼らが所持する町屋鋪

を召し上げられても構わないとする担保文言も含むこの請願書は、近山の挙状を

添えて江戸幕府勘定所に提出されその裁可を得た (秋山義雄氏所蔵文書、『静岡県

史』資料編 11)。近山は金山支配にあたる奉行店敷を自費で建設したと伝えられ、

その最期も駿河の陣屋で迎えたという (『寛政重修諸家譜』)。

さて、この金山請負を請願した町人 28名 のなかに、敦賀屋作左衛門、敦賀屋

善と衛門がある。これら 「敦賀屋Jの 軌跡は今のところ上記史料以外に確認さね

ていないが、連署 28名 はともに駿府の中心街に屋鋪をもつ者たちである。今後、

駿府町人関係史料の捜索によって、これら 「敦賀屋Jの 個別調査 ・研究の展望は

拓けるのではないかと期待している。

おわりに

2008年 度の 「敦賀屋J調 査 (一部末了)の 概要は以上である。文頭で述べた

ように、いよいよ本題である個別 「敦賀屋J調 査 ・研究への展望が少しながら拓

けてきたというのが今年度調査の成果ということになろうか6

2009年 度調査においては、北海道および青森北部に現地調査を実施するほか、

岐阜、二重、神岡、宮山等にも短期調査に出たいと考えている。「敦賀屋J調 査

がおもいのほかの深さをもっていることを調査の進捗とともに感じているが、次

年度の報告でどこまで極められるか、筆者がもっとも楽しみに感じている。
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表 3:電 話帳検索による 「敦賀屋」関係苗字都道府県別一覧



都道府厚 市== 敦管谷 標質谷 鑑■合 子の仙●色字

言 森  県

E 予運 屯 町 0 r)til l運 輸業|

工所1原 市

( 合 計 ) 2 0 2 72 7

和  国  県

:1 口  ● 0 ナⅢⅢヤ| 1農理具亡|

男 鹿  市

大 他  市

lL 北 市 0 3

末 撻  市 0 0

0

能 代  市

( 合 計 ) 0 0 0

岩  手  早 合 : 十 0 0

[ 形  県 9 0 C 0

宮 城  県

仙 台  市 C 0 | つるtil l飲食ド| ,,レⅢl l製造業|

乗 原  市 C 3

多 智 坂 市 C 0

( 合 計 | 0 0 0 0 0

福 島  県

会津若松高 9 | コるた`1 +理容EI

会津支里町 C

〔合計 ) 0 0 0 0 0 6 0

新 月  県

新  潟  市 0 0 9

小 子 谷 F 9 0 C

長 lf 市 0 致賞宣 1 1茶舗|

村 上  市 0 0 6

実  市 0 0

( 含 訂 ) 0 0 0 14 0 0

言 J_ 県

射 水  ■ 0

高  岡  市 0 0

よ 見  ¬ 0 0

i 山  町 C

( 含 静 ) 0 0 0 0 0 0

仁    県

今 IP 市

羽 咋  市 0 0

志 賞  町 0

伴 章  市

0

自 よ  市 0

肉 雄  町

( 合 計 ) 0 0 0

福  ■  県

塩 キ i 3 鶴Ⅲ`家“ 1夏子と|

越  苛  向

矯 ,I 市 C

崩  前  日「 0

( 含 離 ) 0 0

栃 六  県 合 : 十 0

科  馬  県 高  1奇  市

とす 玉  県

■ ti十ま市 0 0

iと,■野市 0

上 尾  市

深 谷  市 C |

苫 口  ■

ヨ 高  市 |

入 間  市 C

飯 帯  市 8

0

越 生  町 3

( 合 計 ) 0 0 0 0 6 0

茨 城  県

0

二  十高 克 6

慶 島  ●

常控大宮市

部清F早 子の巾●市字

茨 城  県

ドにちなわ`市 9 0 0

大 子  町 0 0 0 0 0

( 合 計 ) 0 0 0 0 5 1 0

千 葉  長

千  葉  市 C 9 9 9

松  戸  高

習 志 野 市 0

色 ■  市 0 0 0

東  令  市 0

就 孫 子 市 0 0 0 0 0

柏 0 0 0

成 田  市 0 0 0

木 車 凄 市

館  山  市 0 0 3 0

( 合 計 ) 1 0 0 0 8 0

東 京  都

2 3 区 内 0 C 0 鶴賀EI共 色業|

三 R 市

武 蔵 野 市 0 2

固 分 寺 市 0

府  中  市 0 0

東 1 寸t J 市 0 0 0 0

平 千 0 0 0

昭  阜  市 0 0 0

羽 村  市 0

町 国  市 0 0 0 0 0

( 合 計 ) 0 0 0 0 5 0

神 奈 1 県

靖  |二  市 7 6 錦ヶ属 ‐1倉ヤ梨苫業十 齢 チ 2白 ヶ谷 1

川 崎  下 2 0 0 2 つるた`や 1歓食店|

逗 子  下 0 0 角ケ合

寝 ケヨ管 下 0 0

平  Ixl F

校  椰  庁 0 0 0 0 0 C 角ヶ谷 2

短 老 名 高 0 0 0 1 C

C 0 0

相 埠 原 市 0 2 0 0

C 0 0 0 0 0 亀ヶ谷 2

崎  市 C 0 0 0

合 計 0 3 0 8

山 梨  景 合 計 0 0

詳 岡  県

諄 岡  市 0 0

三 阜  市 0 0 0

期  海  高 0

伊  東  市 0 0 0 0 0

富 士  市 C 0 0 0 0 予るが に員科医|

藤 活  市 0

0 0

往] 前 1 奇高 0 0 0 0 島ヶ谷

吉 田  町 0 0 0

( 合 計 ) 0 0 0 0 1

畳 知  県

名 古 屋 高 0 0 6 ガ 1建材箕追共|

春 日 単 市 0 9 0

密  西  高 0

安  筑  市 0 0

実E 立  市 6

電 1奇  市 C 9

東  海  市 3 0

氏E 多  市

昼  田  市 0

豊 1  市 0 0
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都道Fl県 市Sill 敦買E 敦督谷 綜省谷 鶴ヶ谷 擦質 子の枕つ首字

愛 知  県
東 浦  町 0 0

( 合 設 ) 0 0 0 3

長 野  県

0 0 0 0

茅  野  市 0 0 0

上  国  市 0 0 0 0

( 合 静 】 0 0 0 0 5

lf 阜  県 多 , 台甲 市 0 0 0 0

二 重  県 合 計 0 0 0

滋 賀  県

東 近 江 市 0 0 2 0 0

末 之 本 町 0 0 C 0

( 合 計 ) 1 0 0 0

京 都  府 京 都  市 0 C C

大 阪  洞

大 阪  市 0 0 0

堺 0

lr 田  市 0 0 0

末  木  市 0 0 0 0 0 0

授 津  下 0 0 0

東 大 阪 市 0 0 0

膚 厚 1 市 0 C 0 0 0

( 合 計 ) 0 9 2 0

和 致 山 早 海 百  下 0 0 0 3 0

奈  良  県 ,司 合  町 9 0 0 0

兵 庫  県

神 戸  市 0 0 0 0

西 宮  市 0 0 0 0 0 鶴我 1

加 古 1 高 0 0 0 0 0

宝 塚  市 0 0 0 0 鶴或 2

三  木  市 0 0 0

尼 崎  市 0

丹 波  高 0 0

神 河  □ 0 0

( 合 計 ) 0 0 0 0 2 0

鳥 取  県

鳥 取  市 0 0 0

境 港  市 0 0 0 0

米 子  市 9 0 0 0 0

大  山  出] C 0 0

( 合 計 , 0 0 0 0 々

阜  1属  県 松 ,I 市 0 0 0 0 0 0

岡 田  県 1 合 計 0 0 0

広 島  県

は 昌  布 0 0

福 山  市 0 0

0 0 0 0 つるが11家科医|

合 計 0 0 0 0 4 0

白 ぼ  県 合 : 十 0 0 0 0 螢右 2

吾    県 合 二| 0 0 C 0

侑 島  県

債  昌  市 0 0 0

阿 南  市 0 0 0 0 0

合 計 ) 0 5 0 0

g 帳  県 合 計 0 0 0 0

高 知  県 合 計 9 0 0 0 0

天 分  県

六 分  市 0 0 0 境戎 2

国 東  市 0 0 0

, 府  市 0 0 0 0 0 0 敦加 2

0 0 0 0

( 合 計 ) 0 0 0 0 0 1 0

福 匠  県

福 岡  市 0 0

北 九 | ‖布 C 0 0 C つるが 11豆層店 鑑我1鶴 我12霞 我 2

天 字 府 ■ 0 0 0 0 鵠我 1

宗  塚  m 0 0 0 嶺我 2

糸 昌  君け C

増 谷  君F 0 0

併  安  郡 0 0 霞我 1

京  都  科 0 3 0 0 0 オ

都道H‐県 市日干村 敦省層 敦管谷 億管谷 雪■企 敦営 角虜 そ0他 0百 7

福 岡  県

0 0 0 鶴我 1

筑  前  町 0 0 r阜我 1

 ヽ女  郡 0 0

( 合 計 ) 0 0 0 5

lf 管  県 合 計 | 0 0 0 0 0

長 崎  県 】ヒ 1な テ南 者じ 0

能 本  県

熊 本  市 0

菊 池  郡 0 0 0 0

1 合 計 0 0 2 0 0

宮 崎  県

0

者「 城  市 0

( 合 計 ) 1 0

障 炉 昌 県 薩座 「F市 8 0 0

沖 縄  県 合 計 0 0


